
健育会グループ　第8回TQM活動発表セミナー　演題⑬

名

分

回 ％

活 動 状 況

平成25年6月～12月 平均会合時間 60

会合回数 12 平均会合出席率 75

参考にしたグルー

プ内の過去事例

施設名：　熱川温泉病院　/　演題名：　トイレ誘導札を全病棟に拡げる

チ ー ム の 名 称 スムーズな介助を目指し隊

リーダー名（職種） 高橋　順子　(看護助手)

チ ー ム の 人 数 5

改 善 の 指 標 と

そ の 目 標 値

（指標）6日間の患者移動数に対し確認をしてから移動した割合

（目標値）10％

実 施 し た 対 策

①ベットサイドに付ける介助表を考案②介助が必要な患者さんの把握

③介助が必要な患者さんの介助表の作成④介助表の設置・更新マニュアルの作成

⑤病棟スタッフへの周知⑥知識の向上（「新しい介護」を参考に勉強会）⑦技術の向上(疑似体験勉

強会)

改善指標の対策

実施前後の変化

（実施前）48％

（実施後）2％

活 動 の 種 類 質・安全・能率・CS・モラール・コスト 取 り 組 み 種 別 問 題 解 決 型 ・ 課 題 達 成 型

改善しようとした問

題 課 題

排泄介助・コール対応・検査出しなどの患者さんをご案内する際、介助方法についてワーカーが担

当看護師に確認したり、オムツ交換時に使う排泄表や介助のめやす表などを確認をしてから行っ

ている。

演 題 名 患者移動における不安の解消　～スムーズな排泄介助を目指して～

施 設 名 西伊豆病院 発 表 者 高橋　順子　(看護助手)
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